
指 示 

 
平成２３年４月２２日９時４４分 

 
 
福島県知事 殿 
浪江町長 殿 
川内村長 殿 
楢葉町長 殿 
南相馬市長 殿 
田村市長 殿 
葛尾村長 殿 
広野町長 殿 
いわき市長 殿 
飯舘村長 殿 
川俣町長 殿 

 
 

平成２３年（２０１１年）福島第一及び第二 
原子力発電所事故に係る原子力災害対策本部長 

 
 
東京電力株式会社福島第一原子力発電所（以下「福島第一原子力発電所」と

いう。）において発生した事故に関し、原子力災害対策特別措置法（平成１１年

法律第１５６号）第２０条第３項に基づき、下記のとおり指示する。 

 
記 

 
 福島第一原子力発電所から半径２０キロメートルから３０キロメートル圏内

に指示していた屋内への退避を解除すること。 
また、計画的避難区域及び緊急時避難準備区域を設定したので、当該区域内

の居住者等は、以下のとおり、避難のための計画的な立退き又は常に緊急時に

避難のための立退き若しくは屋内への退避が可能な準備を行うこと。 

 
 



① 計画的避難区域 
以下の区域内の居住者等は、原則としておおむね１月程度の間に順次当該

区域外へ避難のための立退きを行うこと。 

 
葛尾村、浪江町、飯舘村、川俣町の一部及び南相馬市の一部であって、

平成２３年（２０１１年）福島第一及び第二原子力発電所事故に係る原子

力災害対策本部長（以下「原子力災害対策本部長」という。）が平成２３

年３月１２日付けで避難のための立退きを指示した区域（福島第一原子力

発電所から半径２０キロメートル圏内の区域）を除く区域。 

 
川俣町の一部：山木屋並びに町内国有林福島森林管理署１６１林班から

１６５林班まで及び１６７林班 
南相馬市の一部：原子力災害対策本部長が平成２３年３月１５日付けで

屋内への退避を指示した区域（福島第一原子力発電所から半径２０キ

ロメートル以上３０キロメートル圏内の区域）のうち原町区高倉字助

常、原町区高倉字吹屋峠、原町区高倉字七曲、原町区高倉字森、原町

区高倉字枯木森、原町区馬場字五台山、原町区馬場字横川、原町区馬

場字薬師岳及び原町区片倉字行津、並びに原町区大原字和田城並びに

市内国有林磐城森林管理署２００４林班から２０８７林班まで、２０

８８林班の一部、２０８９林班から２０９１林班まで、２０９５林班

から２０９９林班まで及び２１３０林班 

 
 
② 緊急時避難準備区域 

以下の区域内の居住者等は、常に緊急時に避難のための立退き又は屋内へ

の退避が可能な準備を行うこと。なお、この区域においては、引き続き自主

的避難をし、特に子供、妊婦、要介護者、入院患者等は、当該区域内に入ら

ないようにすること。また、この区域においては、保育所、幼稚園、小中学

校及び高等学校は、休所、休園又は休校とすること。しかし、勤務等のやむ

を得ない用務等を果たすために当該区域内に入ることは妨げられないが、そ

の場合においても常に避難のための立退き又は屋内への退避を自力で行え

るようにしておくこと。 

 
広野町、楢葉町、川内村、田村市の一部及び南相馬市の一部であって、

原子力災害対策本部長が平成２３年３月１２日付けで避難のための立退

きを指示した区域（福島第一原子力発電所から半径２０キロメートル圏内



の区域）を除く区域。 

 
田村市の一部：都路町、船引町横道、常葉町堀田及び常葉町山根並びに

市内国有林福島森林管理署２５１林班の一部、２５２林班、２５３林

班の一部、２５８林班から２７０林班まで、２８３林班から３００林

班まで及び３０１林班から３０３林班までの一部 
南相馬市の一部：原子力災害対策本部長が平成２３年３月１５日付けで

屋内への退避を指示した区域（福島第一原子力発電所から半径２０キ

ロメートル以上３０キロメートル圏内の区域）のうち、①の計画的避

難区域を除いた区域 

 



 

 

 

公 示 

 

平成２３年４月２２日９時４４分 
 

１．緊急事態応急対策を

実施すべき区域 

（１）東京電力株式会社福島第一原子力発電所（以下「福島第

一原子力発電所」という。）から半径２０キロメートル圏

内の区域 

（２）平成２３年（２０１１年）福島第一及び第二原子力発電

所事故に係る原子力災害対策本部長（以下「原子力災害

対策本部長」という。）が平成２３年３月１２日付けで避

難のための立退きを指示した区域（（１）の区域）を除く

以下の区域 

・葛尾村 

・浪江町 

・飯舘村 

・川俣町の一部：山木屋並びに町内国有林福島森林管理

署１６１林班から１６５林班まで及び１６７林班 

・南相馬市の一部：原子力災害対策本部長が平成２３年

３月１５日付けで屋内への退避を指示した区域（福

島第一原子力発電所から半径２０キロメートル以

上３０キロメートル圏内の区域）のうち原町区高倉

字助常、原町区高倉字吹屋峠、原町区高倉字七曲、

原町区高倉字森、原町区高倉字枯木森、原町区馬場

字五台山、原町区馬場字横川、原町区馬場字薬師岳

及び原町区片倉字行津、並びに原町区大原字和田城

並びに市内国有林磐城森林管理署２００４林班か

ら２０８７林班まで、２０８８林班の一部、２０８

９林班から２０９１林班まで、２０９５林班から２

０９９林班まで及び２１３０林班 

（３）原子力災害対策本部長が平成２３年３月１２日付けで避

難のための立退きを指示した区域（（１）の区域）を除く

以下の区域 

・広野町 

・楢葉町 

・川内村 

・田村市の一部：都路町、船引町横道、常葉町堀田及び

常葉町山根並びに市内国有林福島森林管理署２５



 

 

１林班の一部、２５２林班、２５３林班の一部、２

５８林班から２７０林班まで、２８３林班から３０

０林班まで及び３０１林班から３０３林班までの

一部 

・南相馬市の一部：原子力災害対策本部長が平成２３年

３月１５日付けで屋内への退避を指示した区域（福

島第一原子力発電所から半径２０キロメートル以

上３０キロメートル圏内の区域）のうち、（２）の

区域を除いた区域 

２．原子力緊急事態の概

要 

緊急事態該当事象発生日時 平成２３年３月１１日 １６時３６分 

発生場所 福島第一原子力発電所 

３．１．の区域内の居住

者等に対し周知させ

るべき事項 

〈避難区域〉 

福島第一原子力発電所から半径２０キロメートル圏内の居住

者等は、避難のための立退きを行うこと。 

 

〈警戒区域〉 

 福島第一原子力発電所から半径２０キロメートル圏内は原子

力災害対策特別措置法第２８条第２項において読み替えて適用

される災害対策基本法第６３条第１項の規定に基づく警戒区域

に設定されたこと。 

緊急事態応急対策に従事する者以外の者は、市町村長が一時

的な立入りを認める場合を除き、当該区域への立入りを禁止さ

れ、又は当該区域からの退去を命ぜられること。 

 

〈屋内退避区域の解除〉 

福島第一原子力発電所から半径２０キロメートル以上３０キ

ロメートル圏内の居住者等に対しては、屋内への退避を行うこ

とが解除されること。 

 

〈計画的避難区域〉 

１．（２）の区域は計画的避難区域と設定されたこと。 

当該区域の居住者等は、原則としておおむね１月程度の間に

順次当該区域外へ避難のための立退きを行うこと。 

 

〈緊急時避難準備区域〉 

１．（３）の区域は緊急時避難準備区域と設定されたこと。 
当該区域の居住者等は、常に緊急時に避難のための立退き又



 

 

は屋内への退避が可能な準備を行うこと。なお、この区域にお

いては、引き続き自主的避難をし、特に子供、妊婦、要介護者、

入院患者等は、当該区域内に入らないようにすること。また、

この区域においては、保育所、幼稚園、小中学校及び高等学校

は、休所、休園又は休校とすること。しかし、勤務等のやむを

得ない用務等を果たすために当該区域内に入ることは妨げられ

ないが、その場合においても常に避難のための立退き又は屋内

への退避を自力で行えるようにしておくこと。 
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